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第
九
節
　
　
久
松
切
の
位
置

一

久
松
切
は
伊
予
国
（
現
在
の
愛
媛
県
）
松
山
の
藩
主
久
松
家
に
伝
来
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
名
が
あ
る
。
も
と
は
巻
上
・
下
、
二
軸
の
巻
子
本

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
巻
上
は
裁
断
さ
れ
、
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
巻
下
は
完
本
の
状
態
で
出
光
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。

巻
下
の
巻
末
に
は
室
町
時
代
の
添
状
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
行
成
（
九
七
二 

―
一
〇
二
七
）
筆
と
極
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
書
写
年

代
は
、
や
や
下
り
、「
十
二
世
紀
は
じ
め
の
書
写
）
2
（

」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
字
形
は
大
体
整
斉
に
し
て
平
明
で
あ
り
、
線
は
温
和
）
3
（

」
な
書
で
、
縦

二
六
．
三
㎝
ほ
ど
の
料
紙
に
は
藍
・
紫
色
の
飛
雲
文
様
の
紙
、
斐
紙
、
藍
色
の
雲
形
を
漉
き
込
ん
だ
雲
紙
、
雲
紙
に
飛
雲
文
様
を
併
用
し
た
紙
な

ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
金
銀
の
砂
子
が
撒
か
れ
て
お
り
）
4
（

、
料
紙
の
装
飾
性
の
高
さ
か
ら
久
松
切
が
美
術
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

堀
部
正
二
氏
）
5
（

は
、
平
安
時
代
書
写
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
を
、
主
に
本
文
の
近
似
関
係
よ
り
、
次
の
ご
と
く
三
大
別
さ
れ
た
。

⑴
御
物
傳
行
成
筆
粘
葉
裝
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切

⑵
關
戸
家
藏
傳
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雜
類
と
も
稱
す
べ
き
も
の

し
か
し
、
久
松
切
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
方
、
久
曽
神
昇
氏
は
、
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
、
右
の
う
ち
の
⑵
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
初
稿
本
」、
⑵
巻
子
本
・
葦
手
本
、
及
び
本
稿
で

取
り
上
げ
る
久
松
切
を
「
再
稿
本
」、
⑴
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
を
「
精
撰
本
」
と
さ
れ
た
）
6
（

。

こ
の
度
、久
松
切
巻
下
に
つ
い
て
は
出
光
美
術
館
所
蔵
の
原
本
を
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、原
姿
に
近
い
状
態
（
巻
上
・
下
、二
軸
）

の
複
製
本
）
7
（

、
及
び
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
に
拠
り
調
査
を
行
っ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
改
め
て
諸
伝
本
間
に
お
け
る
久
松
切
の
位
置
付
け
を
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試
み
る
。

二　

久
松
切
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
歌
句
を
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
に
拠
り
、
排
列
し
直
す
と
次
の
通
り
と
な
る
。

1
〜
128
・
133
〜
135
・
137
〜
139
・
157
〜
193
・
195
〜
396 

 

【
上
巻
】

397
〜
515
・
517
〜
677
・
679
〜
796
の
次
）
8
（

・
797
〜
804 

 
 

 

【
下
巻
】

ま
ず
、
右
に
存
し
な
い
詩
歌
句
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

複
製
本
で
は
、
128
の
次
行
に
は
157
が
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、
128
と
157
の
間
に
は
紙
継
ぎ
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
128
と
157
の
間
に
位
置
す
る

129
〜
156
の
う
ち
、
133
〜
135
の
三
首
（
一
葉
）
9
（

）、
及
び
、
137
〜
139
の
三
首
（
一
葉
）
は
、
断
簡
と
し
て
『
古
筆
学
大
成
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

129
〜
156
の
部
分
は
、
複
製
本
の
製
作
時
点
で
は
既
に
切
断
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
129
〜
132
・
136
・
140
〜
156
の
二
二
首
に

つ
い
て
は
散
逸
し
て
お
り
、
現
在
で
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
516
に
つ
い
て
は
、
書
写
者
が
書
き
落
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
515
と
517

の
間
に
紙
継
ぎ
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
516
の
一
首
も
切
り
取
ら
れ
）
10
（

、
断
簡
と
し
て
散
逸
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
判
断
し

得
な
い
。

ま
た
、
194
に
つ
い
て
は
、
193
と
195
の
間
に
は
紙
継
ぎ
の
跡
は
見
ら
れ
ず
、
欠
落
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
194
の
位
置
（
193
と
195
と
の
間
〈
行
間
〉）

に
は
、
194
の
詩
句
が
、
別
筆
）
11
（

に
て
、
一
行
書
き
で
補
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
の
194
と
同
様
な
補
筆
が
、
433
と
434
と
の
間
・
677
と
679
と
の
間

（
678
の
位
置
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
193
と
195
と
の
間
（
194
の
位
置
）
に
存
す
る
補
筆
を
①
と
し
、
433
と
434
と
の
間
に
存
す
る
補
筆
を
②
と
し
、

677
と
679
と
の
間
（
678
の
位
置
）
に
存
す
る
補
筆
を
③
と
し
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
②
・
③
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
で
あ
る
公
任
の
原

撰
本
に
は
無
い
「
後
人
の
加
筆
）
12
（

」
と
さ
れ
て
い
る
詩
歌
句
で
あ
る
。

①
鳥
下
緑
蕪
秦
譛
寂
蝉
鳴
黄
葉
漢
宮
秋　

許
渾
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②
ヨ
ニ
フ
レ
ハ
コ
ト
ノ
ハ
シ
ケ
キ
ク
レ
タ
ケ
ノ
ウ
キ
フ
シ
コ
ト
ニ
ウ
ク
ヒ
ス
ソ
ナ
ク

③
周
公
旦
者
文
王
之
子
武
王
之
弟
也
自
知
其
貴
忠
仁
公
者
皇
帝
之
祖
皇
后
之
父
也
世
推
其
仁

右
の
三
首
（
①
・
②
・
③
）
を
除
く
と
、
今
回
調
査
し
得
た
久
松
切
の
詩
歌
句
は
、
都
合 

七
八
〇
首
と
な
る
。

以
下
、
久
松
切
の
所
在
不
明
の
二
二
首
（
129
〜
132
・
136
・
140
〜
156
）、
及
び
散
逸
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
516
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
外
と

す
る
。
ま
た
、
諸
伝
本
に
お
け
る
散
逸
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
対
象
外
と
す
る
。

三　

本
考
察
の
対
象
と
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
全
て
の
詩
歌
句
を
合
わ
せ
る
と
七
九
一
首
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

詩
歌
句
の
有
無
の
異
同
に
は
九
八
か
所
が
挙
げ
ら
れ
る
（
断
簡
等
、
切
り
取
ら
れ
た
も
の
、
及
び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外
す

る
）。ま

ず
、
詩
歌
句
の
有
無
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。　

久
松
切
に
無
い
詩
歌
句
は
一
一
首
（「
92
の
次
」・
194
・「
344
の
次
」・「
376
の
次
」・「
422
の
次
」・「
434
の
次
」・「
652
の
次
」・
678
・「
735
の
次
」・

「
736
の
次
」・「
803
の
次
」
）
で
あ
る
。「
434
の
次
」
は
、
他
本
で
は
434
の
次
に
位
置
す
る
が
、
久
松
切
で
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
433
と
434
と
の
間
に

存
す
る
、「
後
人
の
加
筆
」
と
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

ま
た
、「
92
の
次
」・「
344
の
次
」・「
376
の
次
」・「
422
の
次
」・「
652
の
次
」・
678
・「
735
の
次
」・「
736
の
次
」・「
803
の
次
」
も
、「
434
の
次
」
と
同
様
、

「
後
人
の
加
筆
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
後
人
の
加
筆
」
と
さ
れ
た
詩
歌
句
を
除
く
と
、
久
松
切
に
無
い
の
は
194
の
み
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
久
松
切
で
は
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
粘
葉
本
類
に
無
い
詩
句
（
322
）、
及
び
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
（
42
・

215
・
268
・
321
・
354
・
380
・
449
・
534
・
564
・
603
・
712
・
714
・
729
・
784
・
797
）
を
全
て
有
し
て
お
り
、
詩
歌
句
数
に
つ
い
て
は
集
成
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
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四　

排
列
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

諸
伝
本
間
に
お
い
て
、
あ
る
伝
本
の
排
列
が
他
本
と
異
な
る
箇
所
を
全
て
挙
げ
る
と
三
六
か
所
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
四
か
所
）
13
（

に
お
い
て
久

松
切
一
本
が
他
の
諸
伝
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
久
松
切
は
極
め
て
独
自
性
の
強
い
形
態
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
久
松
切
独
自
の
排
列
の
揺
れ
て
い
る
箇
所
、
及
び
そ
の
前
後
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
雲
紙
本
に
無
い
詩
句
が
四
か
所
（
五
首
〈
268
・

615
・
618
・
629
・
756
〉）
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
そ
の
箇
所
を
詩
歌
番
号
で
挙
げ
、
以
下
、
異
同
を
示
し
、
括
弧
内
に
は
諸
伝
本
の
略
号
を
示
す
。

①
268
・
270
・
271
・
269
（
久
）

268
無
・
269
・
270
・
271
（
雲
・
関
）

268
・
269
・
270
・
271
（
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

268
・
269
・
270
・
271
無
（
巻
）

269
・
270
・
271
・
268
（
山
）

269
・
270
・
271
（
多
）

②
615
・
618
・
619
・
620
・
621
・
622
・
616
・
617
（
久
）

615
無
・
616
・
617
・
618
無
・
619
・
620
・
621
・
622
（
雲
）

615
・
616
・
617
・
618
・
619
・
620
・
621
・
622
（
関
・
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

616
・
617
・
618
（
法
）

615
・
616
・
617
無
617
無
・
618
・
619
・
620
・
621
無
・
622
（
安
・
巻
）

615
・
616
・
617
・
618
・
619
後
部
・
620
・
621
・
622
・
619
前
部
（
山
）
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615
・
616
・
617
（
唐
1
・
下
）

619
・
620
（
多
）

③
628
・
629
・
626
・
627
（
久
）

626
・
627
・
628
・
629
無
（
雲
）

626
・
627
・
628
・
629
（
関
・
粘
・
近
・
伊
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

626
／
）
14
（

627
・
628
・
629
（
多
）

④
755
・
756
・
754
（
久
）

754
・
755
・
756
無
（
雲
）

754
・
755
・
756
（
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）　

右
の
事
例
に
拠
る
と
、
久
松
切
独
自
の
排
列
の
揺
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
（
雲
紙
本
①
・
②
・
③
・
④
、
関
戸
本
①
、

巻
子
本
①
・
②
）
が
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

本
書
（
第
三
章
）
中
、
著
者
は
、
山
城
切
独
自
の
排
列
の
揺
れ
て
い
る
箇
所
に
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
、「
転
写
の

際
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
が
、
例
え
ば
、
異
本
注
記
の
よ
う
な
形
で
（
欄
外
な
ど
に
も
）
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
部
分
が
い
つ
し

か
本
文
化
さ
れ
て
排
列
に
揺
れ
が
生
ず
る
ご
と
き
形
に
変
移
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
本
書
中
、
巻
子
本
の
と

こ
ろ
で
も
同
様
な
こ
と
を
述
べ
た
。

山
城
切
・
巻
子
本
に
お
け
る
事
例
を
踏
ま
え
る
と
久
松
切
に
お
い
て
も
「
排
列
の
揺
れ
」
と
「
詩
歌
句
の
有
無
」
に
は
相
関
性
が
あ
り
、
久
松
切

の
親
本
は
雲
紙
本
類
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
っ
た
可
能
性
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
の
形
態
を
特
徴
づ
け
て
い
る
と
も
い
え
る
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順

序
）
15
（

に
つ
い
て
、
久
松
切
で
は
断
簡
）
16
（

と
な
っ
て
お
り
、「
款
冬
」
の
部
分
は
散
逸
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
巻
頭
の
内
題
の
次
に
存
す
る
部
類
名
・
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題
の
一
覧
に
よ
る
と
、
雲
紙
本
類
と
同
様
、「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
る
。

久
松
切
は
排
列
の
面
に
お
い
て
独
自
性
が
強
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
大
き
く
は
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
雲
紙

本
類
に
無
い
詩
歌
句
も
多
く
有
し
て
い
る
。
以
上
の
考
察
結
果
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
久
松
切
の
形
態
上
の
原
形
は
雲
紙
本
類
に
類
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
粘
葉
本
類
な
ど
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
結
果
、
当
該
の
形
態
と
な
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

個
々
の
本
文
を
考
察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和

歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き

文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
原
則
、
対
象
外
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。

同
表
に
拠
る
と
、
取
り
分
け
久
松
切
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
伝
本
は
見
当
た
ら
な
い
。
特
に
和
歌
は
、
い
ず
れ
の
伝
本
と
も
殆
ど

偏
り
が
な
く
、
他
の
諸
伝
本
間
に
お
け
る
数
値
に
比
し
て
久
松
切
で
は
い
ず
れ
の
伝
本
と
も
さ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
久
松
切
の
和
歌
の
独
自
本
文
が
僅
か
六
か
所
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
久
松
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
久
松
切
と
同
文
率
の
高
い
伝
本
は
、
和
歌
で
は
、
近
衛
本
（
八
一
．

九
％
）、
伊
予
切
（
八
一
．
七
％
）、
法
輪
寺
切
（
八
〇
．
六
％
）、
粘
葉
本
（
七
九
．
七
％
）、
漢
詩
は
、
戊
辰
切
（
八
四
．
〇
％
）、
粘
葉
本
（
八
三
．

七
％
）、
法
輪
寺
切
（
八
二
．
八
％
）、
近
衛
本
（
八
二
．
六
％
）、
伊
予
切
（
八
二
．
二
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
雲
紙
本
・
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葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 歌 詩
283 279 278 282 277 283 36 103 281 284

　
雲紙本

201 184 192 212 208 191 26 67 184 265 　
71.0 65.9 69.1 75.2 75.1 67.5 72.2 65.0 65.5 93.3 ％
283 279 278 282 277 283 36 103 281

　
759 関戸本

202 182 197 211 205 189 28 65 182 705 　
71.4 65.2 71.0 74.8 74.0 66.8 77.8 63.1 64.8 92.9 ％
280 276 277 279 276 283 34 103

　
827 763 粘葉本

184 179 148 183 220 266 33 94 585 559 　
65.7 64.9 53.4 65.6 79.7 94.0 97.1 91.3 70.7 73.3 ％
102 103 101 103 105 105 32

　
459 450 414 近衛本

69 72 60 60 86 94 31 432 315 313 　
67.6 69.9 59.4 58.3 81.9 89.5 96.9 94.1 70.0 75.6 ％
36 36 35 36 36 36

　
131 152 149 146 法輪寺切

27 24 21 24 29 33 121 146 109 112 　
75.0 66.7 60.0 66.7 80.6 91.7 92.4 96.1 73.2 76.7 ％
282 278 279 281 278

　
152 459 842 827 763 伊予切

192 183 155 194 227 149 428 809 583 559 　
68.1 65.8 55.6 69.0 81.7 98.0 93.2 96.1 70.5 73.3 ％
276 272 273 275

　
835 151 459 835 822 754 久松切

208 193 175 201 686 125 379 699 585 556 　
75.4 71.0 64.1 73.1 82.2 82.8 82.6 83.7 71.2 73.7 ％
281 277 276

　
825 830 147 452 830 817 751 巻子本

200 187 170 526 530 86 285 532 455 430 　
71.2 67.5 61.6 63.8 63.9 58.5 63.1 64.1 55.7 57.3 ％
277 273

　
809 814 819 151 444 819 806 738 山城切

168 156 508 657 653 121 344 656 603 565 　
60.6 57.1 62.8 80.7 79.7 80.1 77.5 80.1 74.8 76.6 ％
278

　
813 824 829 834 149 458 834 823 755 戊辰切

205 669 561 696 714 122 388 716 609 583 　
73.7 82.3 68.1 84.0 85.6 81.9 84.7 85.9 74.0 77.2 ％

　
813 796 807 812 817 145 439 817 807 740 葦手本
682 598 515 625 631 121 350 633 561 534 　
83.9 75.1 63.8 77.0 77.2 83.4 79.7 77.5 69.5 72.2 ％

【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
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関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
な
ど
と
は
や
や
低
い
同
文
率
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
久
松
切
の
本
文
が
雲
紙
本
類
と
よ
り
も
粘
葉

本
類
と
近
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
久
松
切
と
粘
葉
本
類
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
久
松
切
の
本
文
に
つ
い
て

考
察
を
行
い
た
い
。

久
松
切
が
粘
葉
本
類
と
の
み
一
致
す
る
事
例
を
挙
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
久
松
切
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
異
同

も
載
せ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。
ま
た
、
各
項
目
の
末
尾
に
は
他
文
献
も
載
せ
る
。

①
451
わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
ら
し
か
た
を
な
み
あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ
な
き
わ
た
る
（
久
）

〈
同
〉 

し
ほ
み
ち
く
ら
し
（
粘
・
近
・
伊
）

〈
異
〉 

し
ほ
み
ち
く
れ
は
（
雲
・
関
・
巻
・
大
内
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

＊
『
万
葉
集
』
451
・『
赤
人
集
』（
Ⅰ
115
・ 
Ⅰ
352
・ 

Ⅱ
233
）・『
古
今
六
帖
）
17
（

』
第
六 

810
・『
金
玉
集
』
48
、「
し
ほ
み
ち
く
れ
は
」。

②
461
わ
ひ
し
ら
に
ま
し
こ
な
ゝ
き
そ
あ
し
ひ
き
の
や
ま
の
か
ひ
あ
る
今
日
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
久
）

〈
同
〉 

ま
し
こ
な
ゝ
き
そ
（
粘
・
伊
）

〈
異
〉 

ま
し
は
な
ゝ
き
そ
（
雲
・
関
・
巻
・
多
・
戊
・
葦
）

 
 

 

ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
（
近
）

 
 

 

ま
し
こ
は
な
ゝ
き
そ
（
山
）

＊
『
古
今
集
』

1067
・『
躬
恒
集
』（
Ⅰ
44
・
Ⅲ
205
・
Ⅴ
65
）・『
古
今
六
帖
』
第
二 

101
、「
ま
し
ら
な
な
き
そ
」。

③
538
き
み
な
く
て
け
ふ
り
た
え
に
し
ゝ
ほ
か
ま
の
う
ら
さ
ひ
し
く
も
な
り
に
け
る
か
な
（
久
）

〈
同
〉 

な
り
に
け
る
か
な
（
粘
・
近
・
法
・
伊
）

〈
異
〉 

み
え
わ
た
る
か
な
（
雲
・
関
・
巻
・
太
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

＊
『
古
今
集
』
852
・『
貫
之
集
』
Ⅰ
747
・『
古
今
六
帖
』
第
四 

527
・『
三
十
六
人
撰
）
18
（

』、「
見
え
渡
る
か
な
」。
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こ
の
う
ち
、
①
は
、
他
文
献
で
は
全
て
「
し
ほ
み
ち
く
れ
は
」
と
あ
り
、
久
松
切
・
粘
葉
本
類
の
「
し
ほ
み
ち
く
ら
し
」
は
一
般
的
で
は
な
く
、
改

変
あ
る
い
は
改
訂
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
②
は
、
他
文
献
で
は
近
衛
本
と
同
様
、「
ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
」
と
あ
る
。
近
衛
本

の
「
ま
し
ら
」
と
、
久
松
切
・
粘
葉
本
類
の
「
ま
し
こ
」
は
、「
猿
」
を
い
う
雅
語
で
、『
古
今
集
』
で
は
、「
ま
し
ら
」
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
）
19
（

。
ま
た
、

③
に
お
い
て
も
、
②
の
場
合
と
同
様
、
他
文
献
で
は
、
久
松
切
・
粘
葉
本
類
の
「
な
り
に
け
る
か
な
」
に
対
し
て
い
ず
れ
も
「
み
え
わ
た
る
か
な
」

と
あ
り
、
久
松
切
・
粘
葉
本
類
は
改
変
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
用
例
に
お
い
て
は
、
久
松
切
で
は
、
粘
葉
本
類
の
本
文
を
継

承
し
た
と
看
做
す
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
久
松
切
は
、
粘
葉
本
類
に
近
い
本
文
を
共
有
し
て
い
る
が
、
次
の
用
例
の

ご
と
く
、
雲
紙
本
類
の
本
文
を
も
有
し
て
い
る
。

久
松
切
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
異
同
も
載
せ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

◆
381  

こ
ゝ
に
わ
か　

め
つ
ら
し
く
み
る
は
つ
ゆ
き
を
よ
し
の
ゝ
や
ま
に
ふ
り
や
し
ぬ
ら
ん
（
久
）

⑴
〈
同
〉 

こ
ゝ
に
わ
か
（
雲
・
関
・
巻
・
山
・
葦
）

 
 

〈
異
〉 

み
や
こ
に
は
（
粘
・
伊
・
戊
）

⑵
〈
同
〉 

め
つ
ら
し
く
み
る
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

 
 

〈
異
〉 

め
つ
ら
し
と
み
る
（
粘
・
伊
）

 
 

め
つ
ら
し
く
み
ゆ
る
（
山
）

『
拾
遺
抄
』
147
・『
拾
遺
集
』
243
に
見
ら
れ
る
。『
拾
遺
抄
）
20
（

』
で
は
、「
流
布
本
系
統
」
の
、
島
根
大
学
図
書
館
本
な
ど
は
、
粘
葉
本
と
同
じ
く
「
み
や

こ
に
は
」「
め
つ
ら
し
と
み
る
」
と
し
、「
異
本
Ａ
系
統
」
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
、「
異
本
Ｂ
系
統
」
の
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
貞
和
三
年
奥
書
本
は
「
み

や
こ
に
て
」「
め
つ
ら
し
く
み
る
」
と
す
る
。
ま
た
、『
拾
遺
集
』
諸
伝
本
）
21
（

で
は
「
み
や
こ
に
て
」「
め
つ
ら
し
と
見
る
」
と
あ
り
、
久
松
切
・
雲
紙
本

類
の
よ
う
に
初
句
を
「
こ
ゝ
に
わ
か
」
と
す
る
本
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
当
該
箇
所
に
お
い
て
久
松
切
は
雲
紙
本
類
の
本
文
を
受
継
い
だ
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（1）

（2）
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以
上
の
ご
と
く
、
久
松
切
で
は
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
を
有
し
て
い
る
が
、
久
松
切
と
同
時
代
の

十
二
世
紀
書
写
本
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
る
。
以
下
、
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
と
久
松
切
と
の
同
文
例
を
挙
げ
る
。
久
松
切
の
本
文
を

載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
諸
伝
本
と
の
異
同
を
載
せ
る
。
各
項
目
の
末
尾
に
は
他
文
献
の
本
文
も
載
せ
る
。

①
44
三
千
と
せ
に
な
る
と
い
ふ
も
ゝ
の
こ
と
し
よ
り
は
な
さ
く
は
る
に
あ
ひ
に
け
る
か
な
（
久
）

〈
同
〉 

あ
ひ
に
け
る
か
な
（
巻
・
山
）

〈
異
〉 

あ
ひ
そ
め
に
け
り
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
葦
）

 
 

 

あ
ひ
そ
し
に
け
る
（
多
）

 
 

 

あ
ふ
そ
う
れ
し
き
（
戊
）

＊ 

『
拾
遺
集
』
288
、「
な
り
そ
し
に
け
る
」。『
古
今
六
帖
』
第
一
58
、「
なあ
ふり
そ
し
に
け
る
」。『
忠
岑
集
』
150
、「
あ
ひ
そ
し
に
け
る
」。『
是
則
集
』

6
、「
あ
ひ
に
け
る
か
な
」。

②
50
留
春
〻
不
駐
春
歸
人
寂
寞
厭
風
不
定
風
起
花
蕭
索
（
久
）

 

〈
同
〉 

駐
（
戊
・
葦
）

 

〈
異
〉 

住
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
）

＊
『
白
氏
文
集
）
22
（

』
巻
五
十
一
「
落
花
」、「
住
」。

③
59
今
年
閏
在
春
三
月
剰
看
金
陵
一
月
花
（
久
）

〈
同
〉 

看
（
巻
）

〈
異
〉 

見
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

 
 

 

見翫

=

（
山
）

④
219
ひ
と
ゝ
せ
に
ひ
と
よ
と
お
も
へ
と
た
な
は
た
の
あ
ひ
み
る
あ
き
の
か
き
り
な
き
か
な
（
久
）



369　 第三章　第九節

〈
同
〉 

あ
ひ
み
る
秋
の
（
戊
・
葦
）

 
 

 

あ
ひ
み
るム

あ
き
の
（
下
）

〈
異
〉 

あ
ひ
み
む
あ
き
の
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
・
多
）

＊
『
拾
遺
集
』
150
・『
貫
之
集
』
Ｉ
395
、「
あ
ひ
見
む
秋
の
」。『
古
今
六
帖
』
第
一
154
、「
あ
ひ
見
る
秋
の
」。

⑤
379
立
於
庭
上
頭
為
鶴
居
在
爐
邊
手
不
龜
（
久
）

〈
同
〉 

居
（
下
）
23
（

）

〈
異
〉 

座
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

生
（
巻
）

＊
『
菅
家
文
草
）
24
（

』
巻
四
「
客
居
對
雪
」、「
居
」。

⑥
463
第
一
第
二
絃
〻
索
秋
風
拂
松
踈
韻
落
第
三
第
四
絃
冷
夜
鶴
憶
子
籠
中
鳴
第
五
絃
聲
最
掩
抑
瀧
水
凍
咽
流
不
得
（
久
）

〈
同
〉 

最
（
巻
）

〈
異
〉 

尤
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
五
絃
彈
」、「
最
」。

⑦
510
邊
城
之
牧
馬
頻
嘶
平
沙
眇
〻
江行

路
之
征
帆
盡
去
遠
岸
蒼
（
久
）

〈
同
〉 

頻
（
戊
）

〈
異
〉 

連
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
巻
・
山
・
葦
）

⑧
511
洲
芳
杜
若
抽
心
長
沙
暖
鴛
鴦
鋪
翅
眠
（
久
）

〈
同
〉 

鋪
（
山
）

〈
異
〉 

敷
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
巻
・
戊
・
葦
）
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＊
『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
昆
明
春
水
滿
」、「
鋪
」。

⑨
559
山
路
日
暮
満
耳
者
樵
鰕
得
哥
牧
笛
之
聲
澗
戸
鳥
歸
遮
眼
者
竹
煙
松
霧
之
色
（
久
）

〈
同
〉 

暮
（
下
）
25
（

・
山
）

〈
異
〉 
落
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
巻
・
多
・
戊
・
葦
）

＊
『
本
朝
文
粋
）
26
（

』
巻
十
「
暮
春
遊
覧
同
賦
遂
処
花
皆
好　

紀
斉
名
」、「
暮
」。

⑩
619
蕙
帯
蘿
衣
抽
簪
於
北
山
之
北
蘭
橈
桂
鼓
棹
於
東
海
之
東
（
久
）

〈
同
〉 

棹
（
安
）

〈
異
〉 

舷
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
戊
・
葦
）

 
 

 

（
山
・
多
）

 
 

 

船
（
巻
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
「
暮
春
同
賦
落
花
乱
舞
衣
各
分
一
字
応
太
上
皇
製
」、「

」。

⑪
673
い
か
る
か
や
と
み
の
を
か
は
の
た
え
は
こ
そ
わ
か
お
ほ
き
み
の
み
な
は
わ
す
れ
め
（
久
）

〈
同
〉 

い
か
る
か
や
（
山
）

〈
異
〉 

い
か
る
か
の
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
巻
・
太
・
多
・
戊
・
葦
）

＊
『
拾
遺
集
』

1351
、「
い
か
る
か
や
」。

⑫
685
隴
山
雲
暗
李
将
軍
之
在
家
潁
水
波
閑
蔡
征
虜
之
未
仕
（
久
）

〈
同
〉 

波
（
多
）

〈
異
〉 

浪
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
巻
五
「
為
清
慎
公
請
罷
左
近
衛
大
将
状
」、「
波
」。
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⑬
753
翫
其
磧
礫
不
窺
玉
渕
者
曷
知
驪
龍
之
蟠
習
其
弊
邑
不
視
上
邦
者
未
知
英
雄
之
所
（
久
）

〈
同
〉　

（
山
）

〈
異
〉 

宿
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
巻
・
太
・
多
・
戊
・
葦
）

＊
『
文
選
』
巻
五
、「

」。

⑭
774
佳
辰
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央
（
久
）

〈
同
〉 

佳
（
巻
）

〈
異
〉 

嘉
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

＊
『
江
談
抄
）
27
（

』
第
四
、「
佳
」。

こ
こ
か
ら
、
久
松
切
は
、
安
宅
切
・
巻
子
本
・
下
絵
切
・
山
城
切
・
多
賀
切
）
28
（

・
戊
辰
切
）
29
（

・
葦
手
本
な
ど
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
諸
伝

本
と
広
く
連
関
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
に
は
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
跡
が
窺
わ
れ
る
本
文
・
注
記
が
存
す
る
。
本
書
（
第

三
章
）
中
、
指
摘
し
た
ご
と
く
、
十
二
世
紀
に
は
既
に
典
拠
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
堀
部
正
二
氏
は
、
山
城
切
の
本
文
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
際
、
右
掲
の
用
例
の
う
ち
、
⑧ 

⑨ 

⑪ 

⑬
に
つ
い
て
、「
平
安
朝
後
期
よ
り

漸
次
變
形
轉
訛
を
来
し
始
め
た
朗
詠
集
本
文
の
過
渡
的
相
貌
を
示
す
）
30
（

」
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
右
掲
の
久
松
切
の
本
文
を
後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』

七
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
）
31
（

・
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）
32
（

・
某
氏
蔵
本
〈
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
）
33
（

〉・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
）
34
（

・
墨
流

本
）
35
（

・
陽
明
文
庫
蔵
本
）
36
（

・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
37
（

）
の
本
文
と
対
校
し
て
み
る
と
、
一
致
す
る
部
分
が
数
々
認
め
ら
れ
）
38
（

、
久
松
切
に
存
す
る
本
文
の

流
れ
が
後
代
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
諸
伝
本
間
に
お
け
る
久
松
切
の
位
置
、
及
び
後
代
の
伝
本
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
そ

の
点
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
久
松
切
で
は
、
粘
葉
本
類
と
の
同
文
率
が
高
く
、
久
松
切
と
粘
葉
本
類
と
は
特
異
な
本
文
を
も
共
有
し
て
い
た
が
、
雲
紙
本
類
の
本
文

を
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
久
松
切
と
同
時
代
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
十
二
世
紀
書
写
本
と
の
連
関
性
も
認
め
ら
れ
た
。
そ
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の
う
ち
の
安
宅
切
・
巻
子
本
・
葦
手
本
・
山
城
切
は
、
本
書
）
39
（

中
、
述
べ
た
ご
と
く
、
雲
紙
本
類
よ
り
の
本
文
を
包
含
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
粘
葉
本
類
よ
り
に
位
置
す
る
久
松
切
と
は
こ
の
点
に
お
い
て
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
久
松
切
は
、
異
な
る
類
の
諸
伝
本
と
も
広
く
連

関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
久
松
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
と
の
同
文
例
か
ら
は
他
文
献
と
の
接
触
が
推
さ
れ
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
本
文
が
後
代
へ
及
ん
で
い
る
事
実
も
注
目
さ
れ
る
。

六

注
記
に
お
い
て
も
久
松
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
群
と
の
間
に
は
同
一
例
が
認
め
ら
れ
）
40
（

、
ま
た
、
他
文
献
と
の
照
合
の
跡
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
和
歌
よ
り
も
漢
詩
（
題
詞
な
ど
の
付
加
）
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
豊
富
な
注
記
を
有
す
る
伝
本
に
は
久
松
切
・
山
城
切
・
多
賀
切
）
41
（

が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
久
松
切
で
は
次
に
例
示
す
る
ご
と
く
、
研
究
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。

以
下
、
久
松
切
独
自
の
注
記
を
挙
げ
、
次
い
で
、
諸
伝
本
の
注
記
を
載
せ
、
そ
の
注
記
を
有
す
る
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

①
539
見
故
敦
忠
卿
小
野
山
庄
花 

一
条
摂
政
（
久
）

 

故
権
中
納
言
小
の
庄
山
一
条
攝
政
（
雲
）

 

故
権
中
納
言
小
野
山
庄
一
条
摂
政
（
関
）

 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
法
・
伊
）

 

故
権
中
納
言
小
野
山
庄
花 

一
条
■
）
42
（

（
山
）

 

故
中
納
言
小
野
山
庄
花
一
条
摂
政
（
多
）

『
拾
遺
集
』

1279
。
雲
紙
本
な
ど
の
「
故
権
中
納
言
」
は
久
松
切
に
注
さ
れ
る
ご
と
く
藤
原
敦
忠
の
こ
と
を
指
す
。

②
619
落
花
乱
舞
衣  

江
相
公
（
久
）

 

江
相
公
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
安
・
山
・
葦
）
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落
花
乱
帯
衣 

江
相
公
（
多
）

 

江
（
戊
）

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、「
暮
春
同
賦
落
花
乱
舞
衣
各
分
一
字
応　

太
上
皇
製
」。
久
松
切
の
注
記
が
正
確
で
あ
り
、
多
賀
切
の
「
落
花
乱
帯
衣
」
は
誤

写
か
と
思
わ
れ
る
。

③
640
餞
源
實
赴
鎮
西 

遊
女
白
女
（
久
）

 

遊
女
白
目
（
雲
・
関
・
山
）

 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
）

 

遊
女
白
女
（
益
・
多
・
戊
・
葦
）

『
古
今
集
』
387
。「
源
の
さ
ね
か
つ
く
し
へ
ゆ
あ
み
む
と
て
ま
か
り
け
る
に
、山
ざ
き
に
て
わ
か
れ
を
し
み
け
る
所
に
て
よ
め
る　

し
ろ
め
」
と
あ
り
、

久
松
切
で
は
こ
の
詞
書
を
簡
潔
に
注
し
て
い
る
。

④
720
見
遊
女 

以
言
（
久
）

 

遊
女
序 

言
（
山
）

 

遊
女
序 

以
言
（
多
）

 

以
言
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
安
・
太
・
戊
・
葦
）

 

ナ
シ
（
雲
切
）

『
本
朝
文
粋
』
巻
九
、「
見
遊
女
」。　

平
安
時
代
書
写
本
で
は
唐
人
の
賦
句
へ
の
言
及
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
）
43
（

。
し
か
し
、
久
松
切
独
自
の
注
記
に
は
そ
れ
も
確
認
さ
れ
る
（
4
「
白

西
府
池
」・
403
「
愁
賦　

張
讀
」・
416
「
暁
賦
」・
472
「
元　

贈
薛
濤
」・
510
「
暁
賦　

謝
賦
」・
604
「
閑
賦　

張
讀
」・
614
「
閑
賦　

張
讀
」・
615
「
皇
女

賦　

康
條
」・
657
「
上
春
詞　

揚
衡
」・
706
「
張
文
成　

遊
仙
窟
」
な
ど
）。
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な
お
、
久
松
切
の
注
記
で
は
次
の
ご
と
く
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
一
致
す
る
箇
所
も
中
に
は
あ
る
。

⑴
210
紀
（
久
・
粘
・
戊
・
葦
）

 
已
上
白
（
雲
・
関
）

 

已
上
白 
異
本
■
（
山
）

 

立
秋
後
作 
紀
田
忠
臣
（
多
）

⑵
427
源
宗
于
（
久
・
粘
・
伊
・
法
・
益
）

 

源
致
行
（
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

 

源
敏
行
（
山
）

 

源
宗
行
（
太
）

し
か
し
、
全
体
を
通
し
て
み
る
と
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
の
一
致
の
方
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

⑶
211
安
貴
皇
子
（
久
・
雲
・
関
・
山
・
葦
）

 

志
貴
皇
子
（
粘
）

 

ナ
シ
（
伊
）

 

志
貴
王
子
（
多
）

 

安
藝
大
君
（
戊
）

⑷
226
田
達
音
（
久
）

 

田
（
雲
・
関
・
山
・
葦
）

 

白
（
粘
・
伊
）

 

ナ
シ
（
戊
・
伊
和
）
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⑸
442
忠
見
（
久
・
雲
・
関
・
葦
・
戊
）

 

忠
岑
（
粘
・
法
）

 
ナ
シ
（
伊
）

 

重
之
（
山
）

⑹
595
野
（
久
・
戊
・
葦
）

 

右
丞
相
亭
法
花
会　

野
（
雲
）

 

右
丞
相
花
亭
法
花
会　

野
（
関
）

 

都
（
粘
・
伊
・
近
）

 

右
丞
相
■
亭
法
花　

野
（
山
）

⑺
717
内
教
坊
老
命
婦　

江
相
公
（
久
）

 

江
（
雲
・
戊
）

 

内
教
坊
老
命
婦　

江
（
関
・
安
）

 

内
教
■
命
婦
（
山
）

 

紀
（
粘
・
伊
・
近
）

右
の
事
例
の
ご
と
く
、
注
記
に
お
い
て
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
、
久
松
切
は
雲
紙
本
類
に
近
い
傾
向
に
あ
る
。

た
だ
し
、
久
松
切
に
は
、
次
の
用
例
の
ご
と
く
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
の
注
記
も
見
ら
れ
る
。

①
321
田
達
音
（
久
・
戊
）

 

田
（
行
大
・
唐
2
）

 

菅
（
粘
・
伊
）
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白　

或
本
■
（
山
）

 

秋
暮
傍
山
行　

田
達
音
（
多
）

②
603
講
師
贈
菩
提
子
念
殊　

左
相
府
（
久
）

 

左
相
府
（
粘
・
近
・
伊
・
大
内
）

 

讀
法
文
了
贈
■
子
念
珠 

左
■
（
山
）

右
の
① 

②
は
粘
葉
本
類
に
存
し
て
い
る
が
雲
紙
本
類
に
は
詩
歌
句
そ
の
も
の
が
存
し
な
い
。

①
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
で
は
「
菅
」
と
あ
る
が
、本
作
品
は
『
田
氏
家
集
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
久
松
切
・
戊
辰
切
・
多
賀
切
で
は
「
田
達
音
」

（
伝
行
成
筆
大
字
切
・
唐
紙
切
2
で
は
「
田
」
）
な
ど
と
注
す
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
も
、
作
者
名
「
左
相
府
」
の
み
が
注
さ
れ
て
い
る
粘
葉
本

類
に
久
松
切
で
は
さ
ら
に
題
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
久
松
切
・
十
二
世
紀
書
写
本
で
は
、
注
記
に
お
い
て
も
同
一
例
が
認
め
ら
れ
、
注
記
か
ら
も
他
文
献
と
の
照
合
の
あ
と
が
看
取
さ
れ
た
。

殊
に
久
松
切
で
は
、
邦
人
の
作
品
に
止
ま
ら
ず
、
他
本
で
は
見
ら
れ
な
い
唐
人
の
賦
句
へ
の
言
及
も
あ
り
、
且
つ
詳
細
で
あ
っ
た
。

通
時
的
流
れ
に
お
い
て
は
、
久
松
切
の
注
記
は
雲
紙
本
類
よ
り
で
は
あ
る
が
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
の
注
記
を
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
追

補
さ
れ
た
形
態
の
う
ち
に
当
時
の
研
究
的
視
点
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

七

以
上
の
考
察
結
果
を
纏
め
る
な
ら
ば
次
の
四
点
と
な
る
。

⑴　

久
松
切
は
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
に
は
無
い
詩
歌
句
を
全
て
有
し
て
い
る
。

 

⑵　

久
松
切
独
自
の
排
列
の
揺
れ
、
及
び
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
（
巻
頭
の
内
題
の
次
に
存
す
る
題
の
一
覧
に
よ
る
）
か
ら

は
久
松
切
は
、
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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⑶　

久
松
切
は
、
粘
葉
本
類
と
の
同
文
率
が
高
く
、
特
異
な
本
文
を
共
有
し
て
い
る
も
の
の
、
雲
紙
本
系
の
本
文
を
も
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

久
松
切
と
同
時
代
の
十
二
世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
諸
伝
本
と
も
広
く
連
関
性
を
有

し
、
か
つ
、
そ
の
同
文
例
か
ら
は
他
文
献
と
の
接
触
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
。

 

⑷　

注
記
に
お
い
て
も
、
久
松
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
群
と
の
一
致
、
及
び
他
文
献
と
の
接
触
が
認
め
ら
れ
る
。
平
安
時
代
後
期
書
写
本
に
お

け
る
注
記
の
内
容
的
深
化
が
看
取
さ
れ
た
が
、
こ
と
に
久
松
切
で
は
研
究
的
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。

久
松
切
の
注
記
は
、
雲
紙
本
類
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
の
注
記
を
も
有
し
て
お
り
、
追
補
さ
れ
た
形

態
で
あ
る
と
い
え
る
。

右
の
⑵
・
⑷
か
ら
、
久
松
切
は
、
形
態
的
な
面
に
お
い
て
は
、
基
本
は
雲
紙
本
類
の
系
譜
上
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
⑴
・
⑶
・
⑷

か
ら
は
、
粘
葉
本
類
、
及
び
そ
の
他
、
異
な
る
性
格
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
、
他
文
献
か
ら
も
様
々
な
要
素
を
摂
取
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
久
松
切
は
、
久
曽
神
氏
の
分
類
の
「
再
稿
本
）
44
（

」
に
は
位
置
付
け
が
た
く
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
基
盤
を
成
す
部
分
は
雲
紙
本
類
で
あ
り
、

そ
こ
に
粘
葉
本
類
、及
び
そ
の
他
の
要
素
が
混
じ
た
集
成
本
的
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。著
者
の
見
る
限
り
で
は
、後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』

諸
伝
本
で
は
（『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
も
）
い
ず
れ
も
、
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
の
形
態
を
特
徴
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
、
巻
上
・
春
部
巻
末
の
三

詩
歌
群
の
排
列
は
、
雲
紙
本
類
と
同
様
、「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
り
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
を
併
存
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
安
時
代
書
写
本
に
お
い
て
は
異
質
な
後
代
的
要
素
）
45
（

が
久
松
切
に
は
及
ん
で
お
り
、
集
成
的
で
あ
る
。
久
松
切
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
流
布
本
の

源
流
を
な
す
一
伝
本
と
し
て
位
置
付
け
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
、
本
書
（
第
三
章 

第
五
節
）
中
、
述
べ
た
ご
と
く
、
戊
辰
切
と
共

通
し
て
い
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
久
松
切
は
平
安
時
代
書
写
本
の
中
で
は
後
代
的
色
彩
が
強
く
見
ら
れ
る
一
方
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
伝
藤
原
行
成
筆
大

字
切
と
の
共
通
要
素
も
有
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
次
節
（
第
十
節
）
に
お
い
て
論
じ
る
。
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注（
1
）
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年  

淡
交
社
﹈
916
頁

（
2
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
427
頁

（
3
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
917
頁

（
4
）
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
426
頁

（
5
）
堀
部
正
二
氏
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
312
頁

（
6
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
214
頁

（
7
）「
荻
原
安
之
助
が
分
断
に
際
し
て
、
原
本
の
形
態
を
後
世
に
残
す
べ
く
、
私
家
版
と
し
て
限
定
印
刷
を
し
た
も
の
」（
前
掲
〈
注
2
〉
に
同
。
425
頁
）。

（
8
）
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
796
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
9
）
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
302
・
303
頁

（
10
）
515
を
含
む
一
紙
の
横
の
長
さ
は
四
七
．
三
㎝
、
そ
の
近
辺
の
一
紙
の
横
の
長
さ
は
五
一
．
五
㎝
前
後
で
、
515
を
含
む
一
紙
の
横
の
長
さ
は
他
の
料
紙
に

較
べ
て
短
い
。
515
と
517
の
間
に
は
紙
継
ぎ
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
姿
で
は
516
は
515
の
次
行
に
位
置
し
て
い
た
が
切
り
取
ら
れ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

（
11
）
久
松
切
と
「
あ
ま
り
距
た
ら
な
い
時
代
の
老
齢
の
人
の
手
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
想
わ
せ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
428
頁

（
12
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫
676  

倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
13
〜
15
頁

（
13
）
226
・
227
、
268
〜
271
、
557
〜
560
、
574
〜
576
、
607
〜
609
、
615
〜
622
、
626
〜
629
、
632
〜
636
、
655
・
656
、
671
・
672
、
686
・
687
、
726
〜
728
、
746
・
747
、
754
〜
756
。

（
14
）
626
を
含
む
断
簡
一
葉
と
627
・
628
・
629
の
一
葉
、
計
二
葉
。

（
15
）
粘
葉
本
類
で
は
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
の
順
。
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（
16
）
133
〜
135
の
三
首
〈「
躑
躅
」
の
部
分
〉
一
葉
と
137
〜
139
の
三
首
〈「
藤
」
の
部
分
〉
一
葉
、
計
二
葉
。

（
17
）
宮
内
廰
書
陵
部
編
『
圖
書
寮
叢
刊
』﹇
昭
和
42
年  

養
徳
社
﹈
に
拠
る
。

（
18
）
久
松
潜
一
氏
校
『
公
任
歌
論
集
』
第
四
九
冊
﹇
昭
和
26
年  

古
典
文
庫
﹈
に
拠
る
。

（
19
）
西
下
経
一
氏
編
『
古
今
集
校
本
』﹇
昭
和
52
年  

笠
間
書
院
﹈
に
拠
る
。

（
20
）
片
桐
洋
一
氏
編
『
拾
遺
抄 

―
校
本
と
研
究
― 

』﹇
昭
和
52
年  

大
学
堂
書
店
﹈
に
拠
る
。

（
21
）
片
桐
洋
一
氏
著
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
〔
伝
本
・
校
本
篇
〕』﹇
昭
和
55
年  

大
学
堂
書
店
﹈
に
拠
る
。

（
22
）
平
岡
武
夫
・
今
井
清
氏
編
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
下
册
（
全
三
冊
）
』﹇
昭
和
64
年  

同
朋
社
﹈
に
拠
る
。

（
23
）
古
谷
稔
氏
監
修
『
古
筆
手
鑑 
披
香
殿
』﹇
平
成
11
年  

淡
交
社
﹈
に
拠
る
。

（
24
）
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
72
﹇
昭
和
41
年  

岩
波
書
店
﹈
に
拠
る
。

（
25
）
古
筆
学
研
究
所
編
『
過
眼
墨
宝
撰
集
』
1
﹇
昭
和
62
年  

旺
文
社
﹈
に
拠
る
。

（
26
）
大
曾
根
章
介
氏
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
27
﹇
平
成
4
年  

岩
波
書
店
﹈
に
拠
る
。

（
27
）
甲
田
利
雄
氏
著
『
校
本
江
談
抄
と
そ
の
研
究
』
上
巻
﹇
昭
和
62
年  

続
群
書
類
従
完
成
会
﹈
に
拠
る
。

（
28
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  
講
談
社
﹈
339
・
351
・
370
・
384
頁

（
29
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
348
頁

（
30
）
前
掲
（
注
5
）
に
同
。
49
頁

（
31
）
伝
二
條
為
氏
筆
。
巻
上
・
下
、
二
軸
。
原
本
に
拠
り
調
査
を
行
っ
た
。

（
32
）
中
田
武
司
氏
解
題
『
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊 

和
漢
朗
詠
集
二
帖
』﹇
昭
和
56
年  

専
修
大
学
出
版
局
﹈
に
拠
る
。

（
33
）
日
本
古
典
文
学
会
監
修
・
編
集
『
復
刻
日
本
古
典
文
学
館　

第
一
期 

和
漢
朗
詠
集 
上
巻
』﹇
昭
和
50
年  

日
本
古
典
文
学
刊
行
会
﹈
に
拠
る
。

（
34
）
杤
尾
武
氏
著
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』﹇
平
成
5
年  

臨
川
書
店
﹈
に
拠
る
。
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（
35
）
小
松
茂
美
氏
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
14
﹇
平
成
2
年  

二
玄
社
﹈
に
拠
る
。

（
36
）
片
桐
洋
一
氏
解
説
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇
』
第
七
輯
﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈
に
拠
る
。

（
37
）
杤
尾
武
氏
編
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集　

内
閣
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
集
私
注
漢
字
総
索
引
』﹇
昭
和
60
年  

新
典
社
﹈
に
拠
る
。

（
38
）
①
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
某
氏
蔵
本
〈
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
〉・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
、「
あ
ひ
に
け
る
か
な
」。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
あ
ふ
そ
う
れ
し
き
」
の
二
字
目
以
下
「
ふ
そ
う
れ
し
き
」
に
傍
書
「
ヒ
ニ
ケ
ル
カ
ナ
」。

 
 

 

②
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
某
氏
蔵
本
〈
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
〉・
墨
流
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
駐
」。
専
修
大
学
附
属
図
書
館

蔵
本
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
、「
住
」
に
傍
書
「
駐
」。

 
 

 

③
陽
明
文
庫
蔵
本
、「
看
」。

 
 

 

④
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
某
氏
蔵
本
〈
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
〉、「
あ
ひ
み
る
あ
き
の
」。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
あ
ひ
見
る
秋
は
」
の
「
る
」
以
下
に
、

傍
書
「
イ
る
秋
の
」。

 
 

 

⑤
某
氏
蔵
本
〈
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
〉、「
居
」。

 
 

 

⑥
陽
明
文
庫
蔵
本
、「
最
」。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
最
」
に
傍
書
「
白 

尤
」。

 
 

 

⑦
陽
明
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
頻
」。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、「
連
」
に
傍
書
「
頻
」。

 
 

 

⑧
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
墨
流
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
鋪
」。

 
 

 

⑨
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
暮
」。

 
 

 

⑩
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
、「
棹
」。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
舷
」
に
傍
書
「
棹
」。

 
 

 

⑪
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
・
墨
流
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、「
い

か
る
か
や
」。

 
 

 

⑫
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
墨
流
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
、「
波
」。
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⑬
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
専
修
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
・
墨
流
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
、「

」。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、

「
宿
」
に
傍
書
「

」。

 
 

 
⑭
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
、「
嘉
」
に
傍
書
「
佳
」。

（
39
）
第
三
章
（
第
一
節
・
第
二
節
・
第
三
節
・
第
八
節
）
所
収

（
40
）
31
・
41
・
89
・
108
・
109
・
119
・
122
・
138
・
200
・
232
・
300
・
363
・
371
・
397
・
431
・
433
・
457
・
479
・
494
・
539
・
628
・
648
・
661
な
ど
。

（
41
）
山
城
切
、
41
・
89
・
108
・
109
・
119
・
200
・
232
・
300
・
397
・
433
・
457
な
ど
。
多
賀
切
、
89
・
108
・
457
・
494
・
539
・
628
な
ど
。

（
42
）
山
城
切
に
は
裁
断
に
因
る
不
明
箇
所
が
あ
る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
■
で
示
す
。
以
下
、
同
。

（
43
）
三
木
雅
博
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
144
・
145
頁

（
44
）
前
掲
（
注
6
）
に
同
。

（
45
）
本
書
（
第
三
章 

第
五
節
）
中
、
指
摘
し
た
。

       

﹇
謝
辞
﹈

資
料
の
調
査
に
あ
た
り
、
笠
嶋
忠
幸
氏
（
出
光
美
術
館
）
に
ご
高
配
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




